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[ 変 更 理 由 ]

1.　海岸保全基本計画策定の目的

1.1 策定の趣旨
1.2 計画の性格

2.　対象範囲

3.　調査概要

3-1 沿岸域の特性の把握
3-2 沿岸域特性の分析および課題の抽出

4.渡島南沿岸域の概況

4-1 気象・海象の概況
4-2 地形・地質の概況
4-3 海岸防護の概況
4-4 海岸環境の概況
4-5 海岸利用の概況
4-6 海岸の概況〜函館海岸〜

5.　渡島南沿岸域の現況と沿岸整備における課題

5-1 海岸防護の現況と課題
5-2 海岸環境の現況と課題
5-3 海岸利用の現況と課題

6.渡島南沿岸海岸保全基本方針

6-1 沿岸整備における基本理念
6-2 沿岸整備における基本方針
6-3 基本方針実現のために（行政、地域の広範な取り組み）

7.ゾーンの海岸保全基本計画

7-1 ゾーン区分けとゾーン毎の方向

海岸の保全に関する基本的な事項及び海岸保全施設の整備に関する基本的な事項

Ⅰ 恵⼭〜函館ゾーン（函館市（恵⼭）〜函館市）
Ⅱ 上磯〜知内ゾーン（北⽃市（上磯）〜知内町）
Ⅲ 福島ゾーン（福島町） 
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　注）　Ⅰ．恵山～函館ゾーンの恵山町、戸井町は現在の函館市
（平成１６年１２月１１日合併）

　注）　Ⅱ．上磯～知内ゾーンの上磯町は現在の北斗市
（平成１８年２月１日合併）

ゾーン区分及びゾーンのテーマ図

　国は、東北地方太平洋沖地震を受け、平成２３年９月に「今後の津波対策を構築
するにあたり、基本的に二つのレベルの津波を想定する必要がある」とした津波対
策に関する方針を示したことから、道は、この方針に基づき平成２４年６月に「北
海道地域防災計画の一部修正」を行い、最大クラスの津波（Ｌ２津波）に対して
は、「住民避難を軸とした総合的な対策」を講じることとし、また、「最大クラス
の津波に比べ発生頻度が高く、津波高は低いものの大きな被害をもたらす津波（以
下、Ｌ１津波）に対しては「海岸保全施設等の整備をメインとした対策」を進める
こととした。
　このことから、今後、津波対策を目的とした海岸堤防等を整備するため、渡島南
沿岸の「防護すべき地域」、「防護水準」及び「海岸保全施設の整備に関する基本
的な事項」にＬ１津波に関する事項を追記する。






















